
庶務報告(一般)資料No.

平 成 2 3 年1 2 月5 日

平成22年 度児童 ・生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査の結果について

1検 内暴力の発生状況

上段の数字は発生検数(横)〈実数〉

中段の数字は発生率(%)〈発生学校数キ総学校数〉
下段の数字は発生件数(件)くのべ数〉

(1)小学校

【学校内】

(1)中学校

【学校内】

中学校内における暴力行為の発生数は、
口校内暴力行為があつた学校は20検で、

平成21年度と比べ減少している。発生検数は1検減っている。
うち検内にて10件以上の暴力行為があつた学校は5校あつた。
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平成21年 度と比べ発生校数 ま同数であるが、件教は3件 と減少した。

【学校外】

対教師暴力 生徒間暴カ 対人暴力 合計
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平成22年 度においては、平成20・21年 度に引き続き学校外での暴力行為はなかった。

対教師暴力 生徒間暴力 対人暴力 器物破損 合計
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【学校外】

対教師暴力 生徒間暴カ 対人暴カ 合計
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=学校外における暴力行為の発生数は平成21年度と比べて減少している。
コ対教師暴力・対人暴力が0件となつた。。



2い じめの発生について     17年 度までは発生件数  18年 度からは認知件数

()内 は1校あたりの発生件数  (認 知件数■学校総数)
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全国 全部 本区 全国 全部 本 区

平成14年 度
5659

(0 2)

357

(0 3)

1 3

( 0 3 )

可4562

(1 4)

7 6 8

( 1 . 2 )
鈍
０

平成15年 度
6 0 5可

( 0 3 )

3 2 8

( 0 2 )

1 C

( 0 3)

1 5 1 5 9

( 1  5 )

660

(1 0)
軽
０

平成16年 度
5551

(0 2)

317

(0 2)

広

( 0 1 )

1 3 9 1 5

( 1  3 )

5 7 3

( 0 9 )

3可

( 1 3 )

平成17年 度
5087

(0 2)
８９
ａ

２

０
・

8

(0 2)

12794

(1 2)

5 9フ

( 0  9 )

lC

(0 4)

平成18年 度
6 0 8 9 7

( 2 . フ)

3 8 4 1

( 2 . 9 )
″
Ｄ

5 1 3 1 0

(4 フ )

2759

(4 3)

1 1 5

( 4 . 8 )

平成19年 度
4 8 8 9 6

( 2 . 2 )

1 9 7 0

( 1 5 )

3ラ

( 0 . 8 )

43505

(4 0)

2052

(3.2)

フ8

( 3 . 3 )

平成20年 度
40807

(1 8)

1 5 0 8

( 1 . 1 )

4こ

(0 9)

36フ 95

(3 4)

1 7 7 2

( 2  8 )

5 4

( 2 3)

平成21年 度
34766

(1 6)

1 6 7 8

( 1 1 2 )

4 フ

( 0 . 9)

3 2 1

( 2 1

１

９

1フ ８

＞

９

８( 2
５Ｅ
っ２

平成22年度
3 5 9 8 8

( 1  フ)

2 1 6 1

( 1  6 )

54

( 1  1 )

3 2 3 4 8

( 3 . 2 )

2 1 2 9

( 3 . 4 )

37

(1 5)

口小学校のいじめの認知件数については、フ件増加した。中学校の認知件数は、21件 減少している。・1検あたりの発見件数を見ると、小学校、中学校ともに全検口全都よ明氏い。

※平成18年度からいじめの定義及び調査方法・調査項目に見直しが行われ「個々の行為が『いじめ』に当たるか
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ておこなうものとする」とした。

3不 登検の状況

不登校児童口生徒数   ()内 は出現率(%)=不 登検児童,生徒数十全児童口生徒数 X100

小学校 中学校
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・平成21年 度と比べると、小学校は20人 増加しフ1人、中学校は11人 増加し282人 だった。
口小学校の出現率は全国より高く、全部と同じであつた。中学校の出現率は、全国、全部より高くなつている。


